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本日，第21回全国学校飼育動物研究

大会を開催したところ，３連休の中日

にもかかわらず，北海道から九州まで

の全国各地からこのように多くの皆様

にお集まりいただき，ありがとうござ

います．また，本研究大会の開催にご

尽力，ご支援いただいた各団体や関係

者の皆様に心より感謝申し上げます．

本研究会は平成16年（2004年）７月

に発足してから，これまでの研究大会

ではたくさんの素晴らしい実践研究や

講演，シンポジウムなどを行うととも

に，毎年，研究会誌を発刊してまいり

ました．会員だけでなく，学校等での

動物飼育とその指導に当たられている

皆様や関心をお持ちの方々に多くの情

報提供を続けて来られたことに感謝申

し上げます．なお，これらの詳細は本

研究会のホームページをご参照いただ

きたいと思います．

さて，2005年の鳥インフルエンザの

発生は，学校等でのニワトリなどの鳥

類の飼育に大きな影響を与えました．

小学校の敷地内に飼育舎はあるもの

の，空き家になっていたり，物置にな

っていたりするのを学校訪問の時に目

にいたします．小学校などから動物が

いなくなり，子どもたちが動物を可愛

がって飼育することができなくなって

きています．

そこで本日は，子どもの発達心理に

詳しい無藤隆先生に，子どもたちの動

物飼育の意義や役割についてご講演を

いただくことになっています．改めて

学校で子どもたちが動物を継続飼育す

ることの大切さを確認したいと思います．

また，小学校などでの動物飼育は厳

しい状況にあることを多くの方々は感

じていると思いますが，その全国的な

実態はつかめていませんでした．今回

は中島由佳先生から，全国2000校余り

の小学校を対象にしたこれまでに行わ

れたことのない大規模な動物飼育の実

態調査の結果を発表していただけま

す．

さらには動物飼育の素晴らしい実践

発表や飼育体験をした皆さんの発表も

行われます．

本日参加いただいた皆様は，学校等

での動物飼育において，教員の多忙さ

を解消しようとする働き方改革や子ど

もたちのアレルギーへの対応などの課

題があることはご承知のことと思いま

す．そこで本研究大会では，発表者の

皆さんと参加者の皆さんとの質疑応答

だけでなく，獣医師，教員や学生の皆

さんとの情報交換，質疑応答などが活

発に行えるように配慮いたしました．

本日の研究大会では参加した皆さんど

うしが親しく交流でき，学び合える場

になり，学校での動物飼育が充実発展

することを願っております．本日は皆

様と共に素晴らしい研究大会にしたい

と思います．では，よろしくお願いい

たします．

（本会会長／国立教育政策研究所名誉所員

／首都大学東京客員教授）
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